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英検 1級特別指導 

対 象： 年齢不問、英検準 1 級合格者。 

2024 年度内に英検 1 級に合格したいという“強い”意思のある⼈。 

期 間： 2024 年 4 ⽉ 20 ⽇(⽕) 〜 2025 年 2 ⽉ 19 ⽇(⽔) 

回 数： 週 2 回以上、週 5 回。 

当初納⼊⾦： ⼊塾⾦ 30,000 円、⽉謝 1 ヵ⽉分。 

指 導 料： 1 回（90 分）: 10,000 円。 

完全個別。但し、特に認めた場合は 2 名⼀緒も可能（⽉謝 1 名 7,000 円）。 

指導の継続： 1 年以内、合格するまで。 

学習の経過を精査し、受講の中断を勧めることがある。 

指導の中断： ⼀ヵ⽉前の予告により可能。 

指導の特徴： 

① 診断テストの徹底。

当テストだけの受講も可（料⾦ 50,000 円：120 分 ✕ 2 回）

⾳声、学習能⼒、⼼理、性格、環境など、学習に関するあらゆる要素をチェックする（⾯

接による発⾳チェック等を含む）。 

② ⻑所は短所、短所は⻑所。

指導者の意⾒を受け⼊れることが難しい⼈には申込を勧めない。

2023 年度 第 3 回英検 1 級 筆記試験（24 年 1 ⽉ 21 ⽇（⽇）実施）の内容について 

あまり公表できないが英検には⼤きな波がある。合格する⼒のある⼈は合格できるが、⼒の⾜りない
場合は何回でも不合格となる。不合格者の典型は、特に 1st セクション（筆記）の語彙、⽂法の解答結
果で分かるが、各問題の選択肢（4 つ）の語句を全て覚えようとしていること。この⽅法ではいわゆる
“センス”の無い⼈はせっかくの努⼒が徒労に終わることが多い。そのような⼈には mentor が必要なこ
とを知って欲しい。国家試験に何年も挑戦している⼈達がいるができれば避けたい。英検 1 級もそれに
準ずるでしょうか。指導者（複数のうち⼀名は 50 年以上の指導歴があり、最後まで⾟抱強くサポート
する） 

あなたの持つ根本的な基礎能⼒を知ることが第⼀。孫⼦の “彼れを知りて⼰を知れば百戦して殆
あやう

から
ず” はどの場でも、いつの世でも⽣きているのではないか。 

すなわち、準 1 級まで来たのにどうしても 1 級に⼿の届かない時は“真の意味での地に⾜が着いた努
⼒”を怠り“⾵⾞”に挑んでいるのではないかと⾃分を疑ってみるのはどうだろううか。 
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では、今回の１級の問題（2023 年度第３回、従来型、2024 年 1 ⽉ 21 ⽇実施）の Part 1 をちらっと⾒
てみよう。 

筆記テストの 1⃣の最初の 2 問は次の通り。 

 

添付ファイル参照 

 

（この問題を外した受験者はほとんど合格していないと想像する。誤って 3 か 4 を選んだ⼈は準 1 級
程度の語彙を復習する⽅が効率的と思われる。） 

 

(2)の問題はかなり適切、正解者の英語的センスが良い。“smother”は、“…を窒息させる”と覚えている
受験者が多いと思われるが、もしそれも知らないとすると 1 級受験は少し早すぎるか。“nibble”には、何
かを“少しずつかじる”という意味があるが、答としては悪くない。“nibble”はあまり馴染みのない⼈が多
いかもしれないが natives なら⼦どもの頃から親しんでいるもの。そういえば(18)の答えは 1 の”chisel”で
あるが、英検も国際化し、昔なら⼦ども（アメリカやイギリス）でも知っていたような選択肢があるの
は興味深い。この傾向はこれからも続くか。 

 1⃣は全部で 25 問あるが、最後の 4 問（(22)〜(25)）はいわゆる慣⽤表現･語句である。前回までは中・
⾼⽣でもセンスの良い受験者には答えやすい問題（逆にこれらの問題で苦戦している受験者は英語の基
礎をやり直した⽅が良いかもしれない）であったが、今回はちょっと⼿強いと感じた⼈も少なくない。
でも、今回この 4 問に共通していることがある。ちょっとしたパズルでもよくあるが、ある⼀点に気づ
けばあとはすんなりということがある。あまり詳しく触れると出題者に失礼なのでこの辺で。 

 

御質問のある⽅は遠慮無く当サイトのメール通信欄にてお知らせ下さい。 

必ずお返事を差し上げます。（3 ⽉ 20 ⽇） 

 




